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新介護署名を大きく広げよう!!  
介護保険制度開始から 26 年が経過しました。この秋か

ら、下記の項目による介護保険制度の抜本改善を求める新

請願署名に取り組みます。 

低く据え置かれた介護報酬のもとで、2025年の介護事業

所の倒産・休廃業件数は過去最多を更新しました。介護現

場の人手不足は深刻化する一方で肝心の処遇改善は進ま

ず、全産業平均とは月 8万円以上の賃金格差があります。

こうした中で、利用料の引き上げ、有料老人ホーム入居者

のケアプランの有料化が実施されようとしています。 

介護保険の保険者である市町村では、来年 4月から 3か

年の「第10期介護保険事業計画」が始まり、新たな介護保

険料が決まります。この秋、保険料の引き下げ・据え置き

などを求めて市町村との懇談・交渉をすすめます。 

すべての人が安心して介護を受け、介護従事者も尊重さ

れる制度の実現には、国の財政支援の強化が必要です。憲

法 25 条にもとづいたケアが大切にされる社会の実現に向

けて、新介護署名を大きく広げましょう。 

神奈川で集める署名は、2万筆を目標とし、来年の通常

国会までの期間で集めます。 
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9 月議会に、OTC 類似薬の追加負担見送りの陳情を提出しよう！！  
神奈川県、市町村の9月議会が開催されます。9月議会に向け

て、「国に対し、OTC類似薬の追加負担の実施を見送ることを求

める意見書提出の請願（陳情）」の提出運動をすすめます。 

県社保協の常幹・幹事選出の団体には、請願（陳情）書のひな

形と神奈川県・全市町村の9月議会日程と請願・陳情の提出締め

切り日の一覧を送っています。各組織で、県と各市町村議会への

請願（陳情）提出をすすめてください。 

右の陳情書は、8 月 19 日に開催される神奈川県後期高齢者医

療広域連合議会に提出する予定です。主な内容は以下のとおり。 

5 月 29 日、参議院本会議で「健康保険法等の一部を改正する

法律案」が可決、成立しました。その中に、OTC類似薬77成分

1100 品目の薬について、1 割から 3 割負担の窓口負担とは別に

「特別料金（薬剤の25％）」として追加負担を求める「一部保険

外療養の創設」が入っています。 

対象となる薬剤は、痛みや発熱など炎症をやわらげる消炎鎮痛

剤や、蕁麻疹、花粉症、喘息など症状を緩和する抗アレルギー薬、

皮膚疾患の保湿剤など、日常的に幅広い疾患で使われている薬で

す。保険外となれば消費税がかかることから、医療保険が3割負

担の人は実質 5割、2割の人は 4割、1割の人は 3割負担と大幅

な自己負担増になります。政府は「（受診せず）市販薬を利用し

ている患者との公平性」を理由にあげていますが、受診が必要な

患者に追加料金のペナルティーを科す道理はありません。花粉症

やアトピー性皮膚炎などアレルギー性疾患に苦しむ患者などの新たな負担は大きいものがあります。「現役世代の

保険料負担の軽減」を打ち出していますが、国会での厚生労働大臣の答弁で明かになった 1人当たりの「軽減額」

は、年額400円（月33円）に過ぎません。しかも、今後、対象医薬品の拡大と特別料金の引き上げを検討するとし

ています。 

このようなOTC類似薬の「追加負担導入」は、自己負担を3割までとした健康保険法の趣旨に反します。患者の

受療権や健康権の侵害につながり、受診控えや受診遅れなど、いのちに直結する問題となります。来年3月から実

施するとしていますが、見送ることを強く求めす。 

国の責任で、憲法25 条にもとづく社会保障充実を！！  
7月5日～6日、中央社保協第70 回全国総会が兵庫県姫路

市で開催されました。会場・WEB を含め16 中央団体39 都

道府県から113 名、神奈川からは3名参加しました。高市自

維政権がすすめる「戦争する国づくりと社会保障大改悪」を

許さず「人権としての社会保障」実現に向けて、国政や地方

政治の転換を求める2026 年度活動方針を確立しました。 

安達代表委員は開会あいさつで、高市自維政権による大軍

拡と社会保障削減路線や、大阪「副首都」構想を阻止し、9条

改憲を許さない運動を広げ、各地のたたかいの経験を学び、これまでの社会保障を削り続ける政治を転換し、誰も

が安全で安心して暮らせる社会を実現していこうと訴えました。佛教大学の岡崎祐司教授が「地域医療のゆくえと

社保協への期待・社会保障の再生」をテーマに記念講演を行いました。 

討論では 28 団体から活動報告や要望が出され、活動方針を豊かに補強するものとなりました。神奈川からは、

藤井事務局次長が「国保問題を中心にした自治体対要請・懇談のとりくみ」について発言しました。いずれの議案

も総会参加者の拍手で承認されました。＜中央社保協ニュースより転載＞ 
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学習しながら運動を強化する！！ 
相模原社保協は7月5日、22名の参加で総会を開きまし

た。根本県社保協事務局長は記念講演で、神奈川の1年間の

社会保障運動の前進を指摘し、運動に確信を持とうと訴え、

「一部保険外負担制度」の問題点と今後の社会保障制度改悪

の動きを指摘しました。 

総会では提案した年間の活動まとめ、今後の重点課題、決

算、予算を承認しました。提案を受けて、各参加者から「医療

に格差があってはならない」（保険医協会）、「補聴器助成と交通権」（年金者）「長期不況の中で、国保料減免」（民

商）「相模原市政の近況｝（市議）など次々と発言がありました。＜相模原市社保協・中屋重勝事務局長より＞ 

酷暑の中で重税に怒り「生活が大変」！！ 
7月24日、伊勢佐木町で定例の宣伝行動を行いました。5団

体から14人が参加し、30分の短時間でしたが酷暑の中で対話

をしながら署名を訴えました。この間の高市内閣の乱暴な国

会運営に市民の怒りが高まっていると実感しました。参加者

は水分補給をしながら対話を広げ、ティッシュとチラシを250

セット配布でき、署名も13人分寄せられました。 

日本に長く暮らしているというオランダ人の男性は、母国

の税率は25％と高いが使い道になってく出来ると語りました。道路整備やごみ回収など、生活全面に使われている

ので納得できるが、日本の消費税は納得できないないと語っていました。年金暮しの女性は、税率 1％を 2年限定

というが、システム変更は業者がやらなければならないなんておかしいし、年金暮しは生活が大変だと怒りを露わ

にしました。＜消費税廃止各界連・運動推進ニュースより転載＞ 

逆進的で不公平な消費税を、対話で明らかにしよう!! 
消費税廃止神奈川県各界連絡会は 7月 21日、定期

総会に当たる代表者会議を開催しました。構成団体

から 9 人が参加し、2 月の総選挙以降の消費税をめ

ぐる情勢について確認しながら、秋以降の食料品の消費税減税と給付付税額控除

の諸問題を明らかにする全県的な運動の方向性について討議を行いました。 
毎月の定例宣伝を中心とした県議会対策や各種団体への働きかけ、学習会の開

催、3・13重税反対全国統一行動の成功のための取り組みなど、各界連の運動に

ついて振り返りながら、対話の大切さや宣伝上の工夫などについて討議を深め合

いました。 

「社会保障と税の一体改革反対全県一斉宣伝」の持ち方についても検討を行い

ました。2012 年の野田内閣時に始まった全県一斉宣伝の意義について掴みなお

し、県独自の取り組みを発展させることと消費税減税の運動を強化するために、

年4回の取り組みを各界連の一連の行動として位置付けること、また地域での各界連運動を再構築するための方向

性などについて討議を深めました。 

今後、①全県一斉宣伝行動は各界連の取り組みとすること、②消費税減税・インボイス廃止をはじめ、医療・社

会保障改悪を許さない運動を一層推進するため、年4回の宣伝を実施し、その中で地域の各界連運動を強化してい

くことを確認しました。 

 高市内閣は、8月初旬に食料品消費税1％・給付付税額控除を打ち出し、秋の臨時国会で審議を始めようとして

いることから、消費税の持つ逆進性や不公平について国民的理解を広めるため、今後いっそう署名・対話を強める

ことが確認されました。＜消費税廃止各界連・運動推進ニュースより転載＞ 

7.24 各界連・宣伝行動 

消費税廃止各界連代表者会議 

相模原市社保協総会 
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9月5日（土）13:00～6日（日）15:30で、中央社会

保障学校 from 盛岡が開催されます。神奈川からは、

現地参加とオンライン参加をすすめます。 

今回の中央社保学校は、岩手県盛岡市を拠点に開催

します。生命尊重行政のもと、老人医療無料化発祥の

地となった今日沢内村（現・西和賀町）の取り組みや、

北海道・東北地域の社会保障改善運動の実践を通じて

「人権と社会保障」を深く学ぶ機会とします。 

＜参加申込締め切り日は8月17日です＞ 

県社保協として、オンラインの集団視聴できるよう

「横浜平和と労働会館」3F 会議室をサテライト会場

としました。 

県社保協のホームページに案内・申込書がありま

す。https://kanagawa-shahokyou.jp 
多くの方の参加をお待ちしています。 

（参加費は3000円ですが、県社保協で1500円支援

します） 

2026.9.5～6 

中央社会保障学校 

From 盛岡 

https://kanagawa-shahokyou.jp/

